
断熱リフォーム診断
気密測定のススメ
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隙間相当面積（すきまそうとうめんせき）C値
家の気密性（隙間の量）を示す指標で、家全体にある隙間面積
（cm2）を延べ床面積（m2）で割ったもので、単位はcm2/m2です。
この数字が小さいほど気密性が高い事を表します。

隙間が多いと、熱の損失が大きいことから、断熱性能の基準として使われ
ています。



なぜ、気密が必要か?

•隙間が多いと冬寒く、夏暑いから
•隙間が多いと光熱費がたくさんかかるから
•隙間があると結露の原因になるから
•隙間があると計画通りの換気が出来ないから
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気密測定は、建物の気密（隙間の量）を知るだけ
で無く、隙間箇所を突止めることが出来ますので、リ
フォーム工事で、隙間を是正する事が出来ます。
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気密測定で何が出来るか?



4

リフォームの気密診断事例

東京都調布市 築35年の木軸在来工法にお住まいのA様
62歳。年々、寒さが体に応えるようになってきて、温かい家に
暮らしたいと思うようになってきました。古い家ですが、しっかり
した木材が使われているので、建て替えでは無く、断熱リ
フォームで、快適・健康に暮らせる住まいを作りたいと計画。

冬は、隙間風がスースー入ってくるので、断熱はもちろんです
が、隙間が少ない家にしたいと、気密測定の依頼がありました。



気密測定データ
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気密測定報告
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気密性能測定結果
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A様邸の隙間相当面積は、

5.75㎠/㎡でした

この数値は、家に25cm角の穴が空いている
計算となりますので、隙間対策をお勧めします。



隙間の箇所と改善の提案
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箇所 写真1 写真2

サッシ

サッシの下端から漏気が有り。障子の下端のパッキンが破損しています。
サッシ全てのパッキンのチェックと破損部の取り替えをお勧めします。

玄関ドア

玄関ドアのゴムパッキンの劣化で漏気が見られました。

天井裏階段

フォグマシーンでスモークを入れたところ、階段収納からスモークが出てき
ました。

漏気箇所
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箇所 写真1 写真2

コンセント・スイッチ

スイッチやコンセントからの漏気がありました。気密コンセントボックスをお
勧めします。

配管回りの欠込み

キッチン背板の欠き込みからスモークが出てきました。配管の貫通箇所か
らの漏気と思われます。シーリング処理を行うか、吹き付け断熱材で充填
することをお勧めします。

漏気箇所
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漏気箇所 対策 備考 商品名

サッシ パッキンの交換 ●●会社 ●●●

玄関ドア パッキンの交換 ●●会社 ●●●

コンセント・スイッチ リフォーム用
気密カバー ●●●会社 リカバリーS

ガスコンセント 気密カバーを
現場加工 ●●●会社 リカバリーS

配管回りの
欠き込み 発泡ウレタン 断熱工事 サーモバブル

小屋裏収納階段 交換 ●●●会社 階段付き収納
スーパーサーモ

照明器具 シーリング 市販品

分電盤 交換 ●●●会社 隙間対応分電盤
（特注対応）

漏気箇所の改善方法
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